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生徒の自己肯定感を向上させる取組 
－ 若年層教員のポジティブ行動支援のサポートを通して － 

末田 浩 
 

１ 問題の所在 

(1)全国の状況から 

①自己肯定感の課題 子供・若者総合調査

(2022) １によると日本では自己肯定感を否定

的に捉えている若者が多く、特に15歳は２割

強もいると報告された。また、日本青少年研

究所(2023) ２では日本の生徒はアメリカ、中

国、韓国との国際比較調査において「今の自

分が好きだ」という回答が４か国の中で最も

少ないことが報告された。そして、高垣(2006)

や地井(2010)は生徒達の自己肯定感の低さと

さまざまな現代的教育課題との関係性につい

て指摘している。 

②若年層教員の課題 教員の年齢構成も大き

く変化している。 「学校教員統計調査」(2023) 

３の令和元年度と４年度との公立中学校の年

齢構成を比較すると、30歳未満の若年層教員

の割合が1.1ポイント増加しているのに対し、

40歳以上50 歳未満の中堅層・ベテラン層教

員の割合が0.8ポイント減少している。今後、

大量退職・大量採用がますます進むことが予

想され、これまでのように一人の若年層教員

を複数の中堅層・ベテラン層教員が支援しな

がら教育課題へ対応することが難しくなって

くる。実践知の少なさから課題に直面した時

に若年層教員は困難に陥る場面が多くなって

しまうのではないかと考えた。 

(2)千葉市の状況から 

①自己肯定感の課題 千葉市学校教育の課題

「21世紀を拓く」の学年 ・学級経営の方針の

中に「すべての教育活動を通して、児童生徒

一人一人が自己有用感を伴った自己肯定感や

成就感を得られるよう、心の居場所づくりに

努める」こととある。また、そのための重点

として、「児童生徒一人一人のよさを積極的に

発見し、学年 ・学級経営に生かすよう努める」

としている。 

②若年層教員の課題 千葉市における公立中

学校の教師の構成も変化している。平成28年

度と令和元年度との年齢構成を比較すると、

若年層教員の割合は1.0ポイント増加してい

るのに対し、中堅層・ベテラン層教員の割合

は0.1ポイント減少している。千葉市教育セ

ンターのリレー研修に参加している採用２年

目の中学校に在籍する若年層教員 38 名を対

象に独自のアンケートを行ったところ以下の

ような回答が得られた。(有効回答28名) 

[表１]学級担任をしていて「よかったこと・困った

こと」に関するアンケート 

Ｑ１学級担任をしていて 「よかったこと」はどのよ

うなことですか。 

生徒との信頼関係・関わり、生徒の優しさ(50%)、

行事の成功(22%)、生徒の成長(17%)、その他(保護

者との関係・教科以外の指導)(11%)等 

Ｑ２学級担任をしていて 「困っていること」はどの

ようなことですか。 

生徒指導・進路指導・保護者対応(46%)、先輩教師

との力の差(25%)、長欠生徒の対応・個別の支援

(21%)、通知表・成績処理(8%)等 

アンケートのＱ２から生徒指導や進路指導、

保護者対応などを含めた学級経営を円滑に行

えるようになりたいというニーズをもってい

ることがわかった([表１])。また、回答の 「先

輩教師との力の差」が象徴するように周囲の

教師と比べ指導や業務の差に劣等感を抱えて

いる若年層教員がいることが推測される。さ

らに、 「主に誰に相談するか」という質問に対

しては、 「学年主任や同学年の先輩教師」とい

う回答が共に12人と１番多く、次に 「他学年

の先輩教師」が８人と多かった。それに対し、

管理職や教務主任、生徒指導主任と回答した

のは１人だった。同学年の先輩教師は気軽に

相談できるのに比べ、他学年の先輩教師への

１ 内閣府(2022)「子供・若者総合調査」の実施に向けた調査研究 

２ 日本青少年研究所(2023) 「高校生の進路と職業意識に関する調査－日本 ・米国 ・中国 ・

韓国の比較」 

３ 文部科学省(2023)「令和４年度学校教員統計中間報告」 
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相談のしにくさが感じられた。しかし、若年

層教員の力を伸ばしていくためには学年内で

支えていくことも大切だが、学校全体で支え

ていくことがより重要と考えた。 

(3)公立Ａ中学校の状況 

①自己肯定感の課題 令和５年度全国学力・

学習状況調査の「自分にはよいところがある

と思いますか」の項目について、肯定的に捉

えている生徒が全国よりも2.8ポイント、千

葉県よりも1.8ポイント低い。 

②若年層教員の課題 Ａ中学校には採用５年

未満の教師が７名在籍しており、そのうち２

名の教師は今年度から初めての学級担任を務

めている。予備調査として採用５年未満の３

名の学級担任にインタビュー調査を行ったと

ころ、課題のある生徒への声のかけ方や注意

の仕方について困っていることがわかった。 

このことから、生徒の問題行動に着目し、

その行動を注意するだけでなく、生徒のポジ

ティブな行動に着目し、その行動を引き出す

声かけや認め合う活動など、教師によるポジ

ティブな行動支援を継続的に行う環境をつく

ることで、生徒の自己肯定感を向上させるこ

とができるのではないかと考えた。 

２ 研究の目的と方法 

(1)研究の目的 

生徒の自己肯定感を高めるために若年層教

員が実践するポジティブ行動支援を生かした

学級経営を中堅層教員が適切に支援する方法

について明らかにする。 

(2)研究の方法 

①先行研究からの知見 

日本ポジティブ行動支援ネットワーク４で

はポジティブ行動支援のことを「当事者のポ

ジティブな行動（本人のＱＯＬ向上や本人が

価値あると考える成果に直結する行動）をポ

ジティブ（罰的ではない肯定的、教育的、予

防的な方法で）に支援するための枠組み」と

している。これまでの生徒指導は不適切な行

動に着目して適切な方向に指導し、これをな

くしていくことを中心に考えていた。それに

対し、ポジティブ行動支援は不適切な行動や

問題行動に対して罰を与えるのではない。松

山(2023) は、適切な行動を丁寧に教え(先行

事象 ＡＡntecedent)、少しでも適切な行動 (行

動 Ａ ehavior) ができたら、褒める・認める

などの強化を行う （結果事象 Ａ onsequence）

といった一連の仕組みである「Ａ  フレー

ム」をつくることをポジティブ行動支援の基

本としている。 

この研究の実践に際し、松本（2018）が倉

敷市立西中学校で実践したポジティブ行動支

援を参考にした。この学校では学校や学級を

対象としたポジティブ行動支援が実践され、

 の望ましい行動を強化するためにトークン

として「Good Behavior Card」を配付してい

る。ポジティブ行動支援を実践したことによ

り教師と生徒・保護者の関係性の向上や教師

の同僚性の向上、不登校生徒の改善などがあ

った。特に、若年層教員が積極的に行ったこ

とで生徒指導に自信を付けたという成果があ

ったことが報告されている。 

②若年層教員への研修・支援 

 筆者と経験年数５年未満の１～３学年の学

級担任３名でチームをつくり、ポジティブ行

動支援を生かした学級づくりの方法について

研修を行う([資料１]①～②)。また、実践の

内容について若年層教員と協議しながら進め、

適宜サポートをする([資料１]③～⑤)。 

①自己肯定感を高める取組をしている八王子市立

由木中学校やポジティブ行動支援の実践を紹介

している倉敷市教育委員会・徳島県教育委員会

の資料を参考にしながら、ポジティブ行動支援

に必要な視点や考え方について、筆者がまとめ

た紙面を使って研修を行う。 

②日本ポジティブ行動支援ネットワークや徳島県

教育委員会「まなびの広場」の研修用動画を用

いて、声かけや称賛の仕方などポジティブ行動

支援の実践に向けた研修を行う。 

③若年層教員がポジティブ行動支援を生かした合

４ 日本ポジティブ行動支援ネットワーク(国際名称:APBS Network Japan略称APBS-J)は

「ポジティブ行動支援」の実践・研究・普及を目的とする国際組織である The 

Association for Positive Behavior Supportの日本組織として正式に承認された団

体である。 
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唱コンクールの実践ができるよう筆者が合唱練

習の取組や学級活動などを参観し、適宜サポー

トする。 

④若年層教員がポジティブ行動支援を生かした係

活動や委員会活動を実践できるよう筆者が授業

や学級活動などの様子を参観し、ポジティブな

行動がしやすい環境づくりをサポートする。 

⑤若年層教員が実践する中でうまくいったところ

やいかなったところなどの情報をチーム内で共

有し、学級経営をしていく上で大切な知識やス

キルの習得を支援する。 

[資料１]ポジティブ行動支援を生かした学級づくり

のサポート 

(３)倫理的配慮 

プライバシーに関する事柄についての守秘

義務を守ることを対象生徒、保護者、教職員

に周知し承諾を得た。事例に関しては個人が

特定されないよう配慮して記述する。 

３ 研究の内容 

(1)事前調査と考察 

①目的 研究の実践にあたり、Ａ中学校の生

徒が自分をどのように捉えているか及び教師

との関係性について自己肯定感アンケートを

行い、実態を把握する。 

②対象 公立Ａ中学校生徒422名 

③時期 2023年９月 

④方法 質問紙調査 

⑤アンケート内容 

ア 先生はよいところを認めてくれる 

イ 自分にはよいところがある 

ウ 私は今の自分が好きである 

エ 私は自分自身に満足している 

⑥結果と考察 アンケートで得られた結果は

以下のとおりである。(有効回答340名) 

 
[図１]Ａ中学校の自己肯定感アンケート結果 

この自己肯定感アンケートでは、文部科学

省や内閣府、日本青少年研究所などが行って

いる調査から自己肯定感を「自分にはよいと

ころがある」、「今の自分が好きだ」、「自分自

身に満足している」の三つと捉えた。このア

ンケートの結果から「先生は、自分のよいと

ころを認めてくれる」という質問に対して

90%の生徒が肯定的に捉えており、Ａ中学校の

教師と生徒との関係性が非常によいことがわ

かった。また、「自分にはよいところがある」

と肯定的に捉えている生徒も 80%おり、その

理由を質問した([表２])。すると、 「人に優し

くすることができる」や「コミュニケーショ

ン能力が高い」、「自慢できる特技がある」と

いった自分の性格や能力などについて記述し

ている生徒が多くいた。ここから生徒達はこ

れまでの教師や友人との関わりの中で褒めら

れたり、認められたりしたことを自分のよさ

と認識していることがわかった。しかし、一

方で「今の自分のことが好き」や「自分自身

に満足している」と肯定的に回答した生徒は

それぞれ61%、44%と決して高いとは言えない。

実践対象校には、ここの部分に課題があるこ

とがわかった。 

以上の実態を踏まえ、生徒のポジティブな

行動を教師や友人が褒めたり、認めたりする

声かけや称賛をすることにより生徒の自己肯

定感をさらに向上させることができるのでは

ないかと考え、本実践を行うこととした。 

[表２]自由記述のアンケート 

Ｑ３.「自分にはよいところがある」という質問に

対する生徒が考えた理由 

自分の性格に関

係する事項(60%) 

人に優しい、努力、頑張る、ポ

ジティブ、明るい、元気等 

自分の能力に関

係する事項(30%) 

コミュニケーション能力、特技

がある、勉強ができる等 

学校生活に関係

する事項 (10%) 

友達想い、部活動、提出物、物

を大切にする等 

※左の（  ）内の数値は有効回答204名に対して得られた回

答の割合を表し、右には主な回答内容を表す。 
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(2)実践１ 

ポジティブ行動支援を生かした合唱コンク

ール 

①目的 アンケートの結果から友人とのつな

がりや教師の声かけが生徒の自己肯定感を向

上させる要因になるのではないかと考えた。

生徒のポジティブな行動を教師が支援するこ

とで、生徒の自己肯定感にどのような影響を

与えるのかを明らかにする。 

②対象 Ａ中学校１～３学年の３学級98名 

③時期 2023年９月～2023年 10月 

④方法 若年層教員が担任する３学級におい

て、筆者が計画を立てた[資料２]を基に若年

層教員と協議をしながら実践を行った。 

①合唱コンクールに向けて個人の目標を決める。 

②個人目標を共有し、学級の目標を決める。 

③よいところ探しをするペアを決め、一定期間は

その人のサポーターとしてポジティブな行動を

記録する。 

④記録をもとにペアになった人にポジティブな行

動を称えるメッセージを 「Good Behavior Card」

に書き、相手に渡す([図２])。 

⑤学級全体でメッセージを共有する（[資料３]）。 

⑥学級担任から学級の生徒に「Good Behavior 

Card」を送る。（[図３]） 

[資料２]ポジティブ行動支援を生かした合唱コンク

ールの実践 

 
[図２]生徒が書いたGood（Behavior（Card 

・パートリーダー以外での声かけをしてくれたの

はＡぐらいだったからすごく助かったよ！ 

・歌練習にいつも熱心に取り組んでいてすばらし

かったです！私が指揮を振っているとき、目線か

ら私に向けて歌ってくれたから嬉しかったよ！ 

・練習のときから後ろから の歌声が聞こえてき

て本番も聞こえてきて、 がしっかり歌っている

証拠だね。 

・どんな時でも全力で人一倍声も出ていてすご

い！隣からの声が聞こえて私も頑張らなきゃっ

て気持ちになれた！本当にありがとう！ 

[資料３]生徒が書いたGood（Behavior（Cardの内容 

 
[図３] 若年層教員が生徒に送ったカードの内容 

⑤結果と考察 実践１が生徒の自己肯定感に

どのような影響を与えたのかを測定するため、

９月と同様のアンケートを行った。結果は以

下の通りである。（有効回答75名） 

 
[図４]先生はよいところを認めてくれる 

 
[図５]自分にはよいところがある 

 
[図６]私は今の自分が好きである 
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[図７]私は自分自身に満足している 

実践１の事後調査から肯定的な回答をした

生徒が増加した([図４～７])。また、生徒が

書いた感想の中には、 「皆で助け合うことがで

きた」や「友達のよいところを見つけること

ができるようになった」など肯定的な意見が

多く書かれていた([図８])。このことから合

唱コンクールにおいて生徒のポジティブな行

動を支援することで生徒の自己肯定感を向上

させることができることがわかった。一方、

事前アンケートで否定的であった生徒の大幅

な改善には至らなかった （[図６、図７]）。特

に、中学３年生は 「自分自身に満足している」

という回答において顕著に表れた。これは、

中学３年生にとってこの合唱コンクールが中

学校生活最後のものとなるため入賞への思い

が強く、結果によって生徒達の達成感や成就

感に影響したのではないかと考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[図８]生徒が書いた実践１に対する感想 

また、ポジティブ行動支援を実践した若年

層教員へのインタビュー調査も行った([資料

４])。「ポジティブな行動を支援したことで、

学級の生徒達のやる気や意欲を引き出すこと

ができた」という成果が３名から述べられた。

一方、 「気になる生徒を注意してしまった」と

いう意見や「よいところを見つけることが難

しい生徒もいた」という意見もあった。生徒

をどのように見取り、どのような声かけをす

るかといった中堅層教員としてアドバイスを

していくことが重要であることがわかった。 

・ポジティブな行動をしている生徒を褒めたこと

で、学級全体がよい方向に動いていった。 

・本番に向けて生徒の意欲を高めることができた。 

・練習が上手く進まないことも多くあったが、メッ

セージや当日までの声かけを通して、当日頑張ろ

うという雰囲気作りをすることができた。 

・中学校生活最後の合唱コンクールということも

あり、生徒達にも気合が入った。特に 「担任のた

めに」という意識をもつ生徒も多く、こちらから

の声かけにしっかりと応えていた。 

・生徒のよいところを見付けることが難しかった。 

・どうしても気になってしまい、注意してしまうこ

とがあった。 

[資料４]若年層教員へのインタビューの回答 

(3)実践２ 

ポジティブ行動支援を生かした係・委員会

活動 

①目的 実践１から 「今の自分が好きである」

や「自分自身に満足している」を否定的に捉

える生徒を改善させるために行う。若年層教

員チームの中で協議した結果、本実践は１年

生の学級で行うこととした。この学級では教

科や委員会などの係活動が積極的に行われて

おり、生徒達が褒め合い、認め合う機会を生

かせるのではないかと考えた。本実践では教

師が生徒のポジティブな行動を支援しながら

生徒が主体的に学級の課題を解決することを

目標に行う。生徒同士が主体的に称賛し合う

活動が生徒の自己肯定感にどのような影響を

与えるのかを明らかにする。 

②対象 Ａ中学校 第１学年Ａ組(35名) 

③時期 2023年 11月～12月 

④方法 学級をよりよくするための行動目標

を若年層教員がサポートし、生徒が主体的に

決定する。また、それを基に係活動や委員会
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活動を積極的に取り組む様子や仲間を手伝う

姿など、ポジティブな行動に対して称賛する

メッセージを生徒同士で送り合う。本実践で

は、教師主導ではなく、生徒達が主体的にポ

ジティブな行動をさせる。そのために、筆者

と若年層教員で協議しながら[資料５]を計画

し、実践をする。 

①学級の目標を振り返り、学級の課題について考

える。 

②生徒から出た学級の課題をテキストマイニング

で分析し、それを基に生徒が望ましい行動を示

した行動表を作成し、学級に掲示する([表３])。 

③ポジティブな行動をしている生徒に対して、称

賛するメッセージを生徒同士で 「Good Behavior 

Card」に書き、ポストに入れる。 

④カードを教室内に掲示し、学級全体でメッセー

ジを共有し、次の行動に繋げる([資料６])。 

[資料５]係・委員会活動を生かしたポジティブ行動

支援の実践 

[表３]生徒が考えた行動表 

場面 目標とする望ましい行動 

授業中 ○授業に積極的に集中して取り組む。 

休み時間 

（昼休み） 

○次の準備をはじめにする。 

○落ち着いて過ごす。 

給食の時間 

○配膳を素早くする。 

・座っている人は読書 

・当番はしゃべらずに配膳 

・配膳する人もしゃべらず素早く 

清掃中 ○私語なく清掃に取り組む。 

 

・ さん、技術のときに助けてくれたり、分かりや

すく教えてくれたりしてくれてありがとう！ 

・帰りに机を並べるのを手伝ってくれた。 

・Ｄさんが、黒板を消してくれた。 

・いつも 「はい。みんな２分前着席」と声をかけて

いるね。NICE！ 

・教科係が休みが多いとき配布を手伝ってくれた。 

・体育の紙を丁寧に書いてくれてありがとう。 

[資料６] 生徒が書いたGood（Behavior（Cardの内容 

⑤結果と考察 実践２が生徒の自己肯定感に

どのような影響を与えたのかを測定するため

事前と実践１で行った同様のアンケート調査

を行い、実践期間の３か月を比較した。結果

は以下の通りである。（有効回答27名） 

 
[図９]先生はよいところを認めてくれる 

 

[図 10]自分にはよいところがある 

 

[図 11]私は今の自分が好きである 

 
[図 12]私は自分自身に満足している 

実践２の事後調査から「自分にはよいとこ

ろがある」と肯定的な回答をした生徒が増加

したことがわかった([図 10])。また、実践２

を行った生徒の感想から「積極的にいろいろ

なことに取り組んでいる人が多い」や「自分

が思うよいところ以外の部分を友達が見つけ

てくれた」など肯定的に捉えている意見が多

い([図 13])。さらに、「前期と比べて学級の

雰囲気が変わったか」という質問に対して、

「変わった」と回答した生徒が 86%いた([図

14])。その理由として「以前と比べて雰囲気

や態度がよくなった」「学級の関係性が深まり、

仲良くなった」などすべて肯定的な回答であ

った([資料７])。これらのことから学級の係

や委員会などの係活動において、ポジティブ

な行動を生徒が主体的に褒めたり、認めたり
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することで、自己肯定感を否定的に捉えてい

た生徒にもポジティブな影響を与えられるこ

とがわかった。しかし、一方で自己肯定感の

うち「自分が好きである」、「自分自身に満足

している」の２項目は、９月の実践調査時と

比べて効果は見えるものの、大きな差はなか

った([図 11、図12])。これは実践した時期に

体調不良者が急増し、学級や学年が閉鎖した

ことで十分な活動ができなかったことや、生

徒が主体的に活動するようになったことで、

よりよい学級にするために自分自身がさらに

よくなりたいという生徒達の思いの強さが結

果に影響したのではないかと考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[図 13]生徒が書いた実践２に対する感想 

 
[図 14]前期と比べて学級の雰囲気は変わりましたか 

・違う小学校の人と関係が深まってきて学級がす

ごく盛り上がってきたから。 

・前期の少し緊張した感じとは違ってみんなと仲

良くできるいい雰囲気の楽しい学級になったと

感じたから。 

・前期よりメリハリがついてきたから。 

・授業中の雰囲気や態度が変わったと感じたから。 

・やるときはしっかりとやり、とても仲間想いでメ

リハリのある学級だから。 

[資料７]生徒が変わったと感じた理由 

４ 成果と課題 

(1)成果 

①ポジティブ行動支援を生かした合唱コンク

ールの実践では、まず学級担任が生徒のポジ

ティブな行動を引き出すために、生徒一人一

人に目標を明確にさせ、次にペア同士で目標

達成のために取り組んでいる望ましい行動を

観察させた。そして、「Good Behavior Card」

をペア同士で送らせると共に、学級担任から

も送ったことにより、生徒の自己肯定感を向

上させることができた。また、学級担任から

の励ましや声かけは生徒との信頼関係をつく

る上で、大変重要である。実践した若年層教

員は「学級の雰囲気が変わった」や「生徒の

モチベーションを上げることができた」など、

実践の効果を感じていた。 

②ポジティブ行動支援を生かした係・委員会

の実践では、まず生徒一人ひとりが学級目標

に鑑み学級の課題を見付け、学級担任がテキ

ストマイニングで分析を行った。次にその結

果を基に、生徒同士で話し合い、その解決の

ための行動表を作成した。そして、目標とす

る望ましい行動をしている級友を褒めたり、

認めたりするための「Good Behavior Card」

を教室内に提示し、共有したことにより、自

己肯定感を向上させることができた。また、

学級の課題を他人事ではなく、自分事として

捉え、取り組んだことで学級内の和も深まり、

ポジティブな行動を続けようと意識化された。

このようにポジティブ行動支援の手法を生か

して、生徒の自己肯定感を向上させるには、

ポジティブ行動支援を学級内で日常的に取り

組むことが重要である。 

③実践後に若年層教員へインタビューを行っ

たところ３人全員から今後も継続していきた

いという回答が得られた。その理由として 「ポ

ジティブ行動支援は生徒の変化や生徒との信

頼関係を生みやすくする」ということだった。

また、中堅層教員の支援については「新しい

見え方や考え方が得られた」、「アドバイスを

もらうことができて助かった」という意見も

得られた。本実践を通して生徒だけではなく、 
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若年層教員にも生徒への伝え方を工夫したり、

生徒の新たなよさに気付いたり、積極的に声

をかけたりなどポジティブな影響があった。

このことは若年層教員にとってもこれからの

学級経営への大きな自信に繋がるだろう。 

(2)課題 

①今回の実践では 「自分自身に満足している」

を否定的に捉えている生徒群を向上させるこ

とができなかった。生徒の満足度を上げるに

は学級という小規模の実践だけでは限界があ

る。学年や学校などより多くの教師が関わり、

多くの場面で生徒のポジティブな行動を支援

していくことが必要である。さらには学校の 

取組を家庭や地域と共有し、連携していくこ

とが大切である。 

②今回の実践は学期の途中から始めたため、

既存の学級経営の中に新しく取り組む形とな

った。そのため、学級内の課題の改善や解決

に向けた取組に比重を置くこととなり、若年

層教員への負担が大きくなった。早い時期に

取り組むことで学級目標を実現するためのポ

ジティブな行動もより早くスタートさせるこ

とができる。学級をよりよくしたいという思

いを持続させることが、生徒の自己肯定感を

さらに向上させていく上で重要である。 

(3)提言 

ポジティブ行動支援はどの場面においても

実践可能な取組である。望ましい行動をでき

て当たり前とせず、教師や級友からの称賛は、

生徒の自己肯定感を向上させることができる。 

教師や級友が生徒のよいところを認めること

は生徒の自己理解や他者理解を深め、自信へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

と繋がる。今回の実践を通して生徒同士、生

徒と教師との信頼関係も生まれ、若年層教員

の自信にも繋がった。このポジティブ行動支

援は若年層教員だけでなく、中堅層やベテラ

ン層など学校全体でチームとなって取り組む

ことでより効果を上げる。そのために、校内

研修や教育センターなどでポジティブ行動支

援に関する研修を積極的に行い、学校全体で

実践することが千葉市の課題の克服に繋がり、

千葉市の目指す「人間尊重の教育」が実現で

きると考える。今回の実践で得られた成果と

先述の２項で示した松山(2023)を基に他校で

も実践できるようポジティブ行動支援のヒン

トとなる概念図を上記に示す([資料８])。 
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ための支援をする。 
 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

先行事象 Ａ  e ede  ） 
行動のきっか 、状況 

  え上 な教   

行（動( ehavior) 
  な行動・望ましい行動 

 見  上 な教   

結果事象  o  e  e  e） 
行動が り  れやすくなる  事 

  め上 な教   

行動の前の工夫 
①   な行動を起こしやすくなるような教 の指
示・声か  
(例) 具体的・端的な声か 、わかりやすい言い方 
・「早くしな い」ではなく、何をどうするのか える。 
・「○○の次は△△」と、次にすることや予定を える。 
・できないときは、見本を示したり、少し  ったり
する。 

②何をしたらよいかがわかるような指示の工夫 
(例)廊下や教室の掲示物・ポスター 
・週や月など目標を提示する。 
・  な行動や望ましい行動を学ぶ。 
・行動表や行動チャートを作成する。 

行動の後の工夫 
①  な行動や望ましい行動に近 いたときは… 
具体的・即時的に める、認める 
(例)行動を称賛する 
・行動が見られたら、発達段階や個人に合わせて声
か をする。 
・ 「Ｇood  ehavior  ard」を活用し、生徒同士
で称賛し合う。 
・保護者にも活動を える。 
②望ましくない行動のときは… 
怒る・叱るなどの過剰な反応をしない 
代わりに望ましい行動に近づいた際に める 


